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次   第 

１．開会 

２．点鐘 

３．ＪＣＩクリード唱和 

４．ＪＣＩミッション並びにＪＣＩクリード唱和 

５．ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 

６．出席者の確認 

７．配布資料の確認 

８．議事録署名人並びに議事録作成者の指名 

９．議題の確認 

１０．理事長挨拶 

１１．直前理事長挨拶 

１２．理事長報告 

１３．委員会報告 

１４．審議事項 

第 １号議案 例会・総会の設営及び運営【定時総会】事業報告（案）に関する件 

第 ２号議案 ３月例会 事業報告（案）決算（案）に関する件 

第 ３号議案 ４月例会 事業計画（案）予算（案）に関する件 

第 ４号議案 その他 

１５．協議事項 

第 １号議案 ５月例会 事業計画（案）予算（案）について 

第 ２号議案 その他 

１６．報告依頼事項 

第 １号議案 新型コロナウイルスに関するアンケート実施について 

第 ２号議案 その他 

１７．連絡事項 

１８．監事講評 

１９. 次回開催日の確認 

２０．点鐘 

２１．閉会 



理事長報告 

３月 ６日（金） 第３回理事会               於：尾道国際ホテル 

３月２２日（日） 春季ゴルフ大会               於：尾道うずしお CC 

３月２３日（月） 第１回臨時正副理事長会議          於：宮徳 

３月２７日（金） 第３回正副理事長会議            於：事務局 

４月 ６日（月） 第４回理事会               於：尾道国際ホテル 

   

事務局連絡 

４月 ６日（月） 第２回臨時正副理事長会議          於：東山 

４月１０日（金） 会員会議所会議（ＷＥＢ会議）       於：尾道市内 

４月２７日（月） 第４回正副理事長会議            於：事務局 

           上程締切 ４月２２日（水）１７：００まで 

５月 １日（金） ５月合同委員会              於：ベイタウン尾道 

５月 ７日（木） 第５回理事会               於：尾道国際ホテル 

５月 ９日（土） ブロック野球大会             於：因島 

～ ５月１０日（日） 

５月２２日（金） 第５回正副理事長会議            於：事務局 

           上程締切 ５月１９日（火）１７：００まで 

５月３０日（土） ブロックアカデミー            於：庄原市内 

 



会員拡大の実践

6月例会について

5月例会について

　期間　2020年 2月28日～2020年 3月25日

事務局

3月12日 オンライン上

3月15日

議　　題
うずしおカントリークラブ

委 員 会 名 日時 場　所

真のしあわせを知る
経営者育成委員会

3月17日

総務広報委員会

豊かな人材育成
委員会

 社会開発委員会

会員拡大委員会

夢・希望・憧れ
委員会

委 員 会 報 告

委員会運営について



一般社団法人 尾道青年会議所 事業報告（案） 

 

審議 事項 

                                                        委員会名：総務広報委員会 

                                                       委員長名：山本 圭介 

 

（１）議案名 

例会・総会の設営及び運営 事業報告（案）に関する件 

 

（２）事業名 

    定時総会の開催 

 

（３）事業実施に至る背景 

    一般社団法人尾道青年会議所定款２５条～３６条に基づき定時総会を開催する。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内） 

２０１９年度の収支決算の承認を行いすべての事業を完了とする。また、２０２０年度の

収支予算報告を行う。 

 

（５）実施日時 ２０２０年 ２月１７日（月）１９：２０～ 

 

（６）場  所 尾道国際ホテル 

  

（７）参加人員  内部６９名     外部   名     計６９名 

          （内部内訳：出席者数４７名 委任状２２名） 

 

（８）外部協力者 

 

（９）事業の目的は達成したか？ 

    ２０１９年度収支補正予算、事業報告、収支決算、並びに２０２０年度収支予算（案）の審議可 

   決ができたことから、事業目的を果たすことが出来たと考えます。 

 

（１０）実施上の問題点 

特にございません。 

 

（１１）次年度への引き継ぎ事項 

不測の事態にそなえ、委任状の全員提出は、引き続き徹底していく必要があると考えます。 

    全員の収集には時間と手間がかかります。対策として期日の前日等にリマインドの連絡したり 

とかスケジュールをたてて周知を丁寧に行う事で労力を減らすことが可能です。 

事前の取り決めをしっかりと行っていく必要があると考えます。 

 

（１２）委員長所見 

皆様のご協力によって、ほぼ全員の委任状を期日内に集めることができました。 
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おかげさまをもちまして滞りなく運営をさせて頂く事ができました。定時総会は昨年度の 

締めくくり、また今年度の活動において大変重要な意味合いをもつ会です。 

一人一人が主体性をもって臨む風土を醸成していきたいと思います。 

 

（１３）添付資料 

     ２月定時総会議事録 

 

第４回理事会 ２０２０年 ４月 ６日 
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２月定時総会 議事録 
 

一般社団法人 尾道青年会議所 
２０２０年度 ２月定時総会 議事録 

 
日時：２０２０年 ２月１７日（月） １９：２０ ～ １９：５０ 
場所：尾道国際ホテル 
 
１． 開会 

 
２． 議長選出 
定款第４章３０条に基づき、加度亮平理事長が就任した。 

 
３． 定足数の確認 
総務広報委員会 山本圭介委員長が定款第４章３１条に基づき定足数の確認を行ったとこ

ろ、本総会出席正会員４７名、委任状２２名、合計６９名によって、正会員 
６９名の２分の１以上の定足数を満たし、本総会が成立することを報告した。 

 
４． 議事録署名人並びに議事録作成者の指名 議長より 
議事録署名人：川﨑 耕平監事・中谷 純也監事 
議事録作成者：総務広報委員会 

 
５． 議題の確認 議長より 
（審議事項） 
第１号議案 一般社団法人尾道青年会議所２０１９年度収支補正予算（案）に関する件        

第２号議案 一般社団法人尾道青年会議所２０１９年度事業報告（案）並びに収支決算（案）

に関する件 
第３号議案 一般社団法人尾道青年会議所２０２０年度収支予算（案）に関する件 
第４号議案 その他は案件がない事を確認し削除 

 
６． 審議事項 
第１号議案 一般社団法人尾道青年会議所２０１９年度収支補正予算（案）に関する件 
 
  ２０１９年度 今岡 正英 専務理事より上程 
 （今 岡）資料にて説明 
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第２号議案 一般社団法人尾道青年会議所２０１９年度事業報告（案）並びに収支決算（案） 
      に関する件 

 
２０１９年度 今岡 正英 専務理事より上程 

 （今 岡）資料にて説明 
 （川 﨑）会計監査結果を報告 
 
   ※第１号議案 全会一致で承認可決 

※第２号議案 全会一致で承認可決 
 
第３号議案 一般社団法人尾道青年会議所２０２０年度収支予算（案）に関する件 
 
 ２０２０年度 高橋 建太 専務理事より上程 
（高 橋）資料にて説明   
 
   ※第３号議案 全会一致で承認可決 

 
７． 監事講評 
  （川﨑）皆様、二月の定時総会お疲れ様でした。 

本日の審議を持ちまして２０１９年の審議が全て無事に終える事が出来、また２０

２０年につきましても予算が確定いたしました。 
まずは２０１９年度山北理事長をはじめといたします事務局の皆様、本当にお疲れ

様でした。そして２０２０年度加度理事長これからもよろしくお願いいたします。 
皆様は本日の決算をご覧になられていかがだったでしょうか。 
決算数字については先ほど専務からもありましたように、大変思わしくない情勢に

なっております。私は尾道青年会議所が一つの過渡期になっているんじゃないかな

と思っております。注目する部分はどうしても収入の部分になるのですが、我々の

活動資金というのは、先輩方から残していただいた貴重な資産とメンバー全員の会

費収入と特別会員の先輩方からいただける会費、この３つで成り立っております。

その中で２つ気になる点がございます。 
一つは OB 特別会員の皆様方からの会費収入が年々減少している傾向がございます。 
この尾道青年会議所というのはＯＢの先輩方が３１４名、特別会員の皆様が２７名

で成り立っておりますけれども、年々ＯＢの方々というのは増加傾向にある中で金

額が減少しているというような形に陥っているのが今の尾道青年会議所でございま

す。 
ＯＢの方によっては会社をリタイヤされて、同時にリタイヤされていらっしゃる方
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もおられます。皆様近年を思い起こしていただくと、新年宴会や OB の皆様と交流
するような場では一定の年齢層または一定の方々が中心になられており、年々OB
の上の方々が来られなくなっている事実もあるような感じがしています。 
それが結果として収入につながっているとは思いませんが、そういった事も踏まえ

ながら我々が出来る事はなんだろうと考えていかなければいけません。 
例えば今年の新年宴会・ゆかた会に OBの方々をおもてなしが出来る設営だったり、
来ていただいた方々との交流を図ったり、また我々の活動をどうやったら PR 出来
るかというのも考えるべきじゃないかなと思います。 
もう一つは会員の減少が否めないところでございます。 
これについては皆さんご承知の通り、会員拡大というのは非常に重要だという事は

決算数字から読み取れると思います。 
JC というのは単年度制ですが、「会を存続する」事については継続事業でございま
す。こちらのほうも念頭に置きながらやっていただけたらなと思っております。 
我々の活動資金というのは皆様の会費だったり先輩方からいただいた財産だったり

現状の会の収入から成り立っている状況でございます。 
限られた金額の中で我々が今何ができるのか、今一度念頭におきながらまだ２月で

ございますのでこれからの JC活動・事業に邁進していただきたいなと思います。 
雑駁な監事講評になりましたけども以上を持ちまして監事講評とさせていただきま

す。本日はお疲れ様でした。 
 

  （中谷）皆さんお疲れ様です。 
まずは２０１９年度山北理事長、今岡専務、事務局の皆様大変お疲れ様でございま

した。２０２０年度加度理事長、予算も決まりましたので是非頑張っていただきた

いと思います。先ほど川﨑監事が色々言っていただいたので私からは１点言わせて

いただきます。総会での委任状について出席されていない方は出されていると思う

のですが、やはり合同委員会・例会は以前から日にちが決まっていますので調整し

て出席をする、それを徹底していただきたいと思います。 
特に総会についてはこの会の予算等を決める会なので、皆さん自分達が活動してい

る会の事ですから責任を持って出席していただき、これは一年間徹底していただき

たいと思います。そうすれば２０２０年度加度理事長のもと尾道青年会議所の活動

が活発になるんじゃないかなと思います。 
簡単ではございますが監事講評とさせていただきます。お疲れ様でした。 
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２月定時総会議事録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
議    長                         印 
 
 
 
 
議事録署名人                         印 
 
 
 
 
議事録署名人                         印 
 
 
 
 
議事録作成者     山 本 圭 介 
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案） 
 
審議 事項 
                                                      委員会名：会員拡大委員会 
                                                      委員長名：高橋 洋樹 

  
（１）議案名    

３月例会 事業報告（案）決算（案）に関する件 

 
（２）事業名    
    ３月例会 テーマ「手法から本質の構築へ」～交渉力を高める対人コミュニケーション～ 

 
（３）事業実施に至る背景 

尾道青年会議所は２０２０年度、会員数６９名のスタートになりました。昨今の会員数の減少は、

卒業生や退会者が多く、更に今後４年間は１０名前後が毎年卒業され、更なる会員数の減少も予測

されます。拡大活動においては候補者である青年経済人の減少を踏まえ、拡大活動における実践的

な手法を身につけ、より高い入会率を目指す必要があると考えます。 

 
（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）拡大活動における手法を学び、より多くの会員獲得に繋げる事を目的とします。 

 

（５）実施日時 ２０２０年 ３月１６日（月） １９：００～１９：２０ セレモニー 

                       １９：２０～２０：５０ 例会行事 

                       ２０：５０～２１：００ セレモニー 

 
（６）場  所 尾道国際ホテル  
 
（７）参加人員   内部 ０名     外部 名     計 ０名 
             （内・外部内訳：） 
 
（８）外部協力者 松岡利恵子氏 

 
（９）事業の目的は達したか？ 

政府の新型コロナウイルス感染防止対策として、２月２６日のイベント自粛要請。２月２７日に

全国の小中高校・特別支援学校の休校措置要請が発令されました。この要請に伴い、会員の感染防

止や安全を考慮し、本事業は中止としました。 
そのため、目的は達成できておりません。 
 

（10）実施上の問題点 
３月例会行事を中止する形になりましたが、本事業用に製作していただいた資料がございますの 
で、拡大会議内で少しでも紹介できるよう努めます。 
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（11）次年度への引継事項 
今回のような状況は特殊なケースだとは思います。対ウイルスということや社会的な影響もあり、 
中止はやむを得ない判断であると考えます。キャンセル料については、尾道青年会議所における拡

大活動に照らし合わせた内容で３月例会行事の為に資料作成していただきました。そして、事前の

打ち合わせにもお時間を取っていただいた為、致し方ない状況でありましたが、契約の段階で不測

の事態に備えた内容も詳細に話し合う必要があると考えます。 
 
（12）委員長所見 

拡大活動においてどのようにすれば候補生がより話を聞いてくれ、より納得していただけるかに

ついて焦点を当て、入会率向上に向けた有効な手法の提案を委員会メンバーみんなで考え準備して

きました。３月１５日が自粛解除になり、３月１６日の３月例会行事開催を願っておりましたが、

社会的な不安や影響も大きく中止とさせていただきました。 
今後は新型コロナウイルスの影響で拡大活動への影響も少なからずあるかもしれませんが、ピン

チこそチャンスであり、様々な影響や相手の立場を最大限考慮しながら楽しく拡大活動に邁進して

いきたいと考えております。今後も会員拡大委員会の事業と全体事業である拡大活動はございます

ので、皆様ご協力のほど宜しくお願い致します。 
 
（13）添付資料 

事業収支計算書（案） 
収支計算明細書（案） 
 

第４回理事会 ２０２０年 ４月 ６日 
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 60,000 60,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事業予備費繰入収入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地方公共団体補助金収

入
0

民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地方公共団体助成金収

入
0

民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

60,000 60,000 0

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 7,000 0 7,000
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 7,000 0 7,000
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 50,000 30,000 20,000 ㈱システムブレーン
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 50,000 30,000 20,000
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 450 0 450
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 450 0 450
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 0
ア ト ラクシ ョン費支出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0 0
保 険 料 支 出 0 0 0
通 信 費 支 出 880 660 220
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0 0
雑 費 支 出 0 0 0

29,340
60,000 60,000

●余剰金 ¥29,340

1,670

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事業予備費支出

事
業
費
支
出

会 場 設 営 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

事業収支計算書（案）

収　　入　　合　　計

補助金等収入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

３月例会　テーマ「手法から本質の構築へ」～交渉力を高める対人コミュニケーション～

余　　剰　　金　
支　　出　　合　　計

事
業
費
支
出

については本理事会承認後、事業予備費に繰入れる。

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

懇 親 会 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

事業費繰越収入 事業費繰越収入 60,000 60,000 0

0

0

0

0

60,000 60,000 0

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

会場設営費支出 設営費支出 看板代 7,000 0 7,000 ㈲メディアジャンクション

0

0

0

0

0

0

7,000 0 7,000

資料作成費支出 資料費支出 アンケート用紙（3円×69枚） 207 0 207 事務局

ケーススタディー問題用紙（3円×69枚） 207 0 207 事務局

ケーススタディー用紙（3円×7枚） 36 0 36 事務局

0

0

0

0

450 0 450

講師関係費支出 謝礼金支出 講師謝礼 50,000 30,000 20,000 株式会社システムブレーン

0

0

0

0

0

0

50,000 30,000 20,000

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

参加 記念 品代 支出 0

保 険 料 支 出 0

通 信 費 支 出 振込手数料 880 660 220

販売 物品 仕入 支出 0

雑 費 支 出 0

1,670

29,340

60,000 60,000支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事業予 備費 支出

小　　計　　

小　　計　　

事業費支出

収支計算明細書(案)

３月例会　テーマ「手法から本質の構築へ」～交渉力を高める対人コミュニケーション～

合　　計　　

小　　計　　

  余 　　　剰　 　　金　　　
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

 

審議 事項 

                                                        委員会名：夢・希望・憧れ委員会 

                                                       委員長名：高山 敦好 

 

（１）議案名 

    ４月例会 事業計画（案）予算（案）に関する件 

 

（２）事業名  

    ４月例会 テーマ「かっこいい！やばい！をデザイン～違いが力に変わる時代～」 

 

（３）事業実施に至る背景 

    様々な社会変動に柔軟に対応し街がより持続的な成長をしていくためには、さらに多種多様な価

値観や個性をもった人々を受容する事から始まり、多くの人がまちづくりに参加できる風土の創造

に取り組む事が必要です。 
 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）まちづくりにおけるダイバーシティ＆インクルージョン（多様性の受容）へ取り組 

む必要性と、誰もが参加できる仕組み、風土づくりについて学び、誰一人取り残さ 

ないまちづくりへの意識を向上させる事。 

 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２０年 ４月１５日（水）１９時００分～１９時２０分 セレモニー  

１９時２０分～２０時５０分 例会行事  

２０時５０分～２１時００分 セレモニー 

        ｂ．場  所 尾道国際ホテル 

        ｃ．予算総額  ￥６０，０００（詳細は別紙予算書） 

        ｄ．参加人員  内部６９名    外部 ３０名    計 ９９名    

外部（広島ブロック運営団３０名） 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 ＮＰＯ法人ピープルデザイン研究所 代表理事 須藤 シンジ 様 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 夢・希望・憧れ委員会 委員 石岡 由光 

                  夢・希望・憧れ委員会 委員 原田 知晴 

        ｈ．実施手順・プログラム 

        ２０２０年 ２月２７日（木） 第２回正副理事長会議 協議 

        ２０２０年 ３月 ６日（金） 第３回理事会     協議 

        ２０２０年 ３月２７日（金） 第３回正副理事長会議 審議 

        ２０２０年 ４月 ６日（月） 第４回理事会     審議 

        ２０２０年 ４月１５日（水） ４月例会       実施 

 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

   この度、講師をお願いした「須藤シンジ」様が代表理事を務められるＮＰＯ法人ピープルデザイ

ン研究所は、渋谷でのまちづくりを中心に活動され、その活動に賛同した神奈川県川崎市とＮＰＯ
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としては初となる包括協定を締結し、自治体とも共同したまちづくりにも取り組まれています。 

そのまちづくりは、誰でも臆せずに街に来て楽しめる環境や風土を創造する事を目的とし、既存

の常識や考え方にとらわれず、誰でもヒト・コト・モノ・シゴトに対して「かっこいい！やばい！」

とクリエイティブに、楽しく気持ちが動くようなイベント企画、勉強会やまちづくり活動をプロデ

ュースされています。 

その活動を学ぶ事でダイバーシティのまちづくりの可能性を学び、マイノリティ・マジョリティ

を問わず、一人一人が持つ違いを個性と捉え受容する意識を作り上げていく事が、より良いまちづ

くり推進の一助となると考えます。 

 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

    本年は東京オリンピックが開催され、その大会コンセプトの一つでもある多様性と調和というキ

ーワードに着目し、また、公益社団法人日本青年会議所中国地区広島ブロック協議会においても、

多様性に柔軟な組織改革を掲げている事から、未来に向けて私たちの街、組織、個人について考え

るきっかけを作る事で、よりよい社会、まちづくりが加速すると期待されます。 

 

（８）審議のポイント 

    内容、予算について 

 

（９）会議での意見とその対応 

    意見）例会を経験した上でメンバーに対するゴールはどう考えていますか。 

対応）違った価値観、意見をプラスの考え方に切り替える契機となればと思っています。 

意見）尾道における町や企業でダイバーシティの課題があるかどうか調査されていますか？ 

対応）例えば、地方都市においても尾道においても高齢化社会が特に顕著な例です。高齢者の方

を社会の中で活かすこともここから必要になってくるかと思います。ここから先、更に尾

道の町にダイバーシティを落とし込めるように講演内容について要望を出しブラッシュ

アップするようにします。 

意見）様々な多様化がありますが、尾道における多様化とはどういった事でしょうか。 

対応）例えば尾道の観光業に絞ればインバウンドに対する対応、外国人の方と共に楽しめるとい

う多様化も必要でしょうし、障害者の方への対応を考えていくのも多様化への取り組みに

なってくると考えております。 

 

（10）他委員会への依頼事項等 

       当日はブロック会長の公式訪問もあります。各委員長の皆様には委員会メンバーへ遅参が無いよ

う出席の周知徹底をお願い致します 

 

（11）添付資料 

    事業収支予算書（案） 

 収支予算明細書（案） 

 ４月例会事業概要（案） 

 講師プロフィール（参考資料） 

 講師選定理由（案）  

４月例会タイムスケジュール（案）  

４月例会 会場レイアウト（案）  

４月例会看板（案）  

４月例会看板作成 見積書（案）  
3-2



４月例会アンケート（案）  

４月例会案内（案）  

４月例会講師資料（参考資料） 

 

第４回理事会 ２０２０年 ４月 ６日 
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事業名 ４月例会　テーマ「かっこいい！やばい！をデザイン～違いが力に変わる時代～」

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 0 60,000 -60,000
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

0 60,000 -60,000

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 7,000 -7,000 (有)メディアジャンクション
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 0 7,000 -7,000
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 50,000 -50,000 NPO法人ピープルデザイン研究所
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 50,000 -50,000
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 297 -297 事務局
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 297 -297
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0
小　計 0 0 0

役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0
保 険 料 支 出 0 0
通 信 費 支 出 1,320 -1,320 振込手数料
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0
雑 費 支 出 0 0

事 業 予 備 費 支 出 1,383 -1,383
0 60,000 -60,000支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補助金等収入

寄 付 金 収 入
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事業名

＜収入明細書＞
中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰入収入事業費繰入収入 60,000

60,000

＜支出明細書＞
中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

会場設営費支出設営費支出 看板代 7,000 (有)メディアジャンクション

7,000
資料作成費支出資料費支出 アンケート用紙（９９名×３円） 297 事務局

297
講師関係費支出謝礼金支出 講師謝礼 50,000 NPO法人ピープルデザイン研究所

50,000

0

0
参加記念品代支出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出 1,320 振込手数料
販売物品仕入支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 1,383
60,000合　　計　　

収支予算明細書（案）

４月例会　テーマ「かっこいい！やばい！をデザイン～違いが力に変わる時代～」

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　
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４月例会行事 概要（案） 

テーマ「かっこいい！やばい！をデザイン～違いが力に変わる時代～」 

 
１．講演内容（８０分）  
事前に打ち合わせした下記テーマに基づいて、須藤先生のご経験を中心にご講演いただきます。 
須藤先生が理想とされる多様性のまちづくりを目指す中で、その障害となる無意識の壁と、その壁をク 
リエイティブに乗り越えてきたご経験や手法をお話し頂く事で、違いを受容することの大切さと可能性 
について会員が感じる機会を創出します。 
  
 講師： 須藤 シンジ 様 

有限会社フジヤマストア   ネクスタイド・エヴォリューション代表取締役社長 
特定非営利活動法人ピープルデザイン研究所代表理事 

講演テーマの具体例  
・現在の活動に至るきっかけ 
・須藤様の感じる、日本における人口統計とダイバーシティの現状 
・人と人との間にある無意識の壁の存在 
・心のバリアフリーをクリエイティブに実現する事例 
・混ざり合えることで生まれるメリットや可能性について 
・地方都市や尾道について 
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４月例会 

講師プロフィール（参考資料） 
 

須藤 シンジ 様 

 
 
有限会社フジヤマストア 
ネクスタイド・エヴォリューション代表取締役社長 
特定非営利活動法人ピープルデザイン研究所代表理事 
 
※ウィキペディアURL 
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A0%88%E8%97%A4%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%82%B8 
明治学院大学卒業後、株式会社丸井に入社。 
宣伝、バイヤー、副店長などを歴任。 
次男が脳性麻痺で出生し、以来障害児の親として現行の福祉の世界（障害者を特別扱いし、一般の健常者を分け
て扱う実態）の在り方に疑問を感じる。 
2000 年に独立し、マーケティングコンサルティング会社フジヤマストアを設立。 
商業施設をはじめとする多業種のブランディングディレクション（コンセプトメイク～コミュニケーションプラ
ン策定等）、研修、企画・運営を手がけている。 
2002 年にソーシャル・プロジェクト、NEXTIDEVOLUTION（ネクスタイド・エヴォリューション）を開始。 
また 2010 年からは、従来型の「ユニバーサルデザイン」という表現に残る、福祉的なアプローチと一線を画す
「ピープルデザイン（PEOPLE DESIGN）」という新たな概念を立ち上げ、障害の有無を問わずにハイセンスに
着こなせるアイテムや、障害者を街に呼び込む為の各種イベントをプロデュースしている。 
また、特定非営利活動法人シブヤ大学と連携して、2012 年 4 月に特定非営利活動法人ピープルデザイン研究所
を創設し、代表理事に就任した。 
このNPOでは渋谷という街をベースにし、そこに働く人と集う人々の行動をデザインすることで、ダイバーシ
ティ/インクルージョンの街作りを目指し、活動している。  
また、2011 年 12 月にはオランダのTU Delft/デルフト工科大学にゲストスピーカーとして招かれ、2012 年から
は同大学MBA下期マスター取得コースにおいて「ピープルデザイン（PEOPLE DESIGN）」の授業を行ってい
る。 
2014 年 7 月 15 日、自身も 40 年在住している神奈川県川崎市が、特定非営利活動法人ピープルデザイン研究所
と、対NPOとしては初となる包括協定を締結。同日、川崎市役所にて福田市長と共に記者会見を行った。「ピー
プルデザイン」の考え方を活用し、多様な人々が混ざり合う賑わいのあるダイバーシティ(多様性)のまちづくり
を目指して、2024 年の市制 100 周年を見据え、2020 年の東京オリンピック・パラリンピックをメルクマールに、
取組を推進していくと発表した。  
また 2014 年からは、自身が代表理事を務める特定非営利活動法人ピープルデザイン研究所 主催で「超福祉展
(正式名称：２０２０年、渋谷。超福祉の日常を体験しよう展)」をプロデュース。2016 年からは、オランダTU 
Delft/デルフト工科大学/Design United のリサーチフェローに就任している。 
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講師選定理由書（案） 

 

講師の須藤様は、お子様の障害がきっかけとなり、将来、どんな方でも自立し

て生きていける、夢を描け、希望をもって活動できる社会づくりを想い、実現す

るために、誰でも参加できるまちづくりを推進されています。 

例として、渋谷区の商店街において、お互いの個性を認めあい、その違いを強

みとして活かしたイベントの開催や、街中のデザインを手がけられ、また、東京

オリンピックに向けて渋谷の街をダイバーシティ＆インクルージョンの中心地

となるようなシンポジウムや展示会などのプロデュース活動をされています。 

かっこよく、誰でも出かけたくなる、出かけられる、誰でも参加できるまちづ

くりの活動が注目され、川崎市との街づくり協定を結ばれるほど先進的な活動

と注目されています。 

尾道においても街が多様化していく中で、多様性を武器にする、多様性を楽し

むまちづくりを学び、誰一人取り残さない活動への意識を向上させられる内容

になると考えています。 
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４月例会行事 タイムスケジュール（案） 

講演会 
  

１９：００～ 例会セレモニー（２０分）  

１９：２０～ 例会行事開始  

１９：２０～ 講師入場（1 分）  

１９：２１～ 理事長挨拶（４分） 

１９：２５～ 委員長趣旨説明（１分）  

１９：２６～ 講演（８０分）   

２０：４６～ 副理事長謝辞（２分）  

２０：４８～ 講師退場（１分）  

２０：４９～アンケート記入（１分） 

２０：５０～ 例会行事終了  
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スクリーン PA

１名

司会

１名

司会者

１真のしあわせを知る経営者育成委員会   ４拡大研修委員会 ７広島ブロック役員団

２豊かな人材育成委員会   ５総務広報委員会

３社会開発委員会   ６正副事務局

　２０２０年度　４月例会行事　会場レイアウト（案）

PA

夢
・
希
望
・
憧
れ
委
員
会

プロジェクター

４

６

３

７

１

５

２

７

７
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２０２０年度 例会看板 

板製作寸法 及び 基本レイアウト（案） 
 
テ－マ 

   

 ４月例会  

テーマ「かっこいい！やばい！をデザイン～違いが力に変わる時代～」 

   

 

285mm 

 

                2910ｍｍ 

 

 

 

 

予備欄   

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 会 名   

 

 

 

 

 

 

 

NPO法人ピープルデザイン研究所代表理事  

須藤 シンジ 先生 

 

135mm 

  
         1210mm 

 

 

夢・希望・憧れ委員会 

 

135mm 

 

          1000mm 
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御 見 積 書2020年 2月 6日

No. 6488

一般社団法人尾道青年会議所 御中

4月例会看板制作（2020年）

有限会社メディアジャンクション下記の通り御見積申し上げます。

〒722-0017
納入期日： 年 月 日 広島県尾道市門田町23-30
納入場所：別途ご相談 TEL:0848-21-2201　FAX:0848-21-2202

取引方法：別途ご相談の上 info@mediajunction.jp

http://www.mediajunction.jp/有効期限： 年 月 日

\7,000御 見 積 金 額

内   容  ・  仕   様 数   量 単位 単    価 金      額

6,3646,3644月例会看板制作（2020年） 1.00 式

636【 消費税　10%  （税抜分） 】

7,000合        計

1頁
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４月例会アンケート（案） 

「かっこいい！やばい！をデザイン～違いが力に変わる時代～」 
 

今後の活動の参考にさせて頂くため、アンケートご記入にご協力お願い致します。  

なお、ご記入頂きましたアンケートは夢・希望・憧れ委員会メンバーが回収させて頂きます。  

 

Q１．所属LOMをお教えください  （             ） 

 

該当する（  ）に〇印をお願いいたします 

 

Q２．現代においてダイバーシティとインクルージョンの必要性を感じて頂けましたか。 

① 非常に必要だ（  ） ②必要だ（  ） ③どちらとも言えない（  ） ④必要ない（  ） 

 

Q３．仕事や家庭行事で様々な立場、価値観の人と、活動を共していると意識したことはありますか。 

① よくある（  ） ②たまにある（  ） ③意識したことがない（  ） ④ない（  ） 

 

Q４．自分や他人において心に潜む、人同士の様々なバリアの存在について 

① 理解できた（   ） ②どちらでもない（   ） ③理解できなかった（   ） 

 

Q５．多種多様な価値観の中で「違いを力に変えていく」メリットや楽しさについて 

① 楽しそう（   ） ②どちらでもない（   ） ③メリットを感じない（   ） 

 

Q６．「違いを力に変えていく」方法や手法について 

① 創造していきたい（   ） ②既に取り入れている（   ） ③必要はない（   ） 

 

Q７．まちづくりにおいて、誰でも参加できる環境や風土が必要だと思いますか。 

① 非常に必要だ（  ） ②必要だ（  ） ③どちらとも言えない（  ） ④必要ない（  ） 

 

Q８．誰でも参加できる環境や風土を作る、具体的なアプローチ方法をご自由にご記載ください。 

 

 

 

 

その他、ご意見・ご要望・ご感想などお聞かせください 

 

 

 

アンケートは今後の活動に役立てて参ります。ありがとうございました。 
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尾 青 会 発   号 
                            ２０２０年 ４月 ７日 

会 員 各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 
理 事 長     加 度 亮 平 
副理事長 大 西 貴 明 
委 員 長     高 山 敦 好 

 
 

 

  ４月例会のご案内（案） 
 
拝啓  陽春の候  皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて、４月例会では NPO 法人ピープルデザイン研究所代表理事、須藤シンジ先生をお招きし、  
「かっこいい！やばい！をデザイン～違いが力に変わる時代～」というテーマでご講演頂きます。 
まちづくりにおけるダイバーシティ＆インクルージョン（多様性の受容）への取り組みを学び   

誰一人取り残さないまちづくりへの一歩を創出したいと考えます。 
万障お繰り合わせの上ご出席下さいますようお願い申し上げます。 

敬 具 
 

記 
 
日     時  ２０２０ 年 ４月１５日（水）１９：００～２１：００ 
場     所  尾道国際ホテル 
例     会  テーマ「かっこいい！やばい！をデザイン～違いが力に変わる時代～」 
講     師  NPO法人ピープルデザイン研究所代表理事 須藤 シンジ 先生   
例会担当委員会  夢・希望・憧れ委員会 
返 信 締 切  ４月１０日（金） 必着 
返  信  先  (一社)尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112          E-Mail   ojc@urban.ne.jp 

返 信 方 法  委員会ごとに取りまとめの上、幹事よりFAXかメールで事務局まで返信ください。 

以上 
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尾 青 会 発   号 
                          ２０２０年 ４月 ７日 

特別会員 各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 
理 事 長     加 度 亮 平 
副理事長 大 西 貴 明 
委 員 長     高 山 敦 好 

 
 

４月例会のご案内（案） 
 
拝啓  陽春の候  皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて、４月例会では NPO 法人ピープルデザイン研究所代表理事、須藤シンジ先生をお招きし、  
「かっこいい！やばい！をデザイン～違いが力に変わる時代～」というテーマでご講演頂きます。 
まちづくりにおけるダイバーシティ＆インクルージョン（多様性の受容）への取り組みを学び   

誰一人取り残さないまちづくりへの一歩を創出したいと考えます。 
万障お繰り合わせの上ご出席下さいますようお願い申し上げます。 

敬 具 
 

記 
 
日     時  ２０２０ 年 ４月１５日（水）１９：００～２１：００ 
場     所  尾道国際ホテル 
例     会  テーマ「かっこいい！やばい！をデザイン～違いが力に変わる時代～」 
講     師  NPO法人ピープルデザイン研究所代表理事 須藤 シンジ 先生   
例会担当委員会  夢・希望・憧れ委員会 
返 信 締 切  ４月１０日（金） 必着 
返  信  先  （一社）尾道青年会議所 事務局   E-Mail   ojc@urban.ne.jp 

以上 

※ご出席の場合のみ、ご返信下さい｡ 
 

………………………………………き……り……と……り……せ……ん…………………………………… 
 
 

４月出欠返信 
 

 
出 席 します｡ 

 
 
              お名前：                 
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

 

協議 事項 

                                                        委員会名：総務広報委員会 

                                                       委員長名：山本 圭介 

 

（１）議案名 

５月例会 事業計画（案）予算（案）について 

 

（２）事業名 

    ５月例会 テーマ「ｅｍｏｔｉｏｎａｌ ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ ～ｌｅｔ ｉｔ ｇｏ～」 

 

（３）事業実施に至る背景 

先輩たちが絶えず創ってくれた良い土壌の中で60年以上続いた尾道青年会議所が、これからも変

わらず良い土壌として活動を続けていくためには、新しい芽を絶えず呼び込んでくるための積極的

な広報活動が必要になります。積極的な広報を効果的に行うためにも現状の把握を含め、組織と個

人の意識を時代に合わせて改革していく必要があります。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）積極的な広報活動を効果的に行うため、基である広報媒体の我々がより輝き、 

組織としてどう行動していくべきかを学びます。 

 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２０年 ５月１８日（月）１９時００分～１９時２０分 セレモニー 

                         １９時２０分～２０時５０分 例会行事 

                         ２０時５０分～２１時００分 セレモニー 

        ｂ．場  所 尾道国際ホテル 

        ｃ．予算総額  ￥６０，０００円（詳細は別紙予算書） 

        ｄ．参加人員  内部６９名  外部０名     計６９名 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 エデュテ株式会社 代表取締役 中尾 信也 様  

        ｇ．実施組織・推進リーダー   総務広報委員会 副委員長 岡田 健吾 

                    総務広報委員会 委  員 横山 大二郎 

        ｈ．実施手順・プログラム 

２０２０年 ３月２７日（金）第３回正副理事長会議    協議 

       ２０２０年 ４月 ６日（月）第４回理事会        協議 

       ２０２０年 ４月２７日（火）第４回正副理事長会議    審議 

       ２０２０年 ５月 ７日（木）第５回理事会        審議 

       ２０２０年 ５月１８日（月）５月例会          実施 

 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

積極的な広報を行うためには、スピード感や内部を公開するなど「攻めた」広報が必要です。 

その為にはいつでも、またどのような場合でも、そして誰から見られても良い状態である必要があ

ります。ようは一人一人が広告塔として活動できるような意識を持って活動することが大事になり
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ます。会員全員で真摯に取り組む意識を持っていただくためにも、今一度見つめる機会となるよう

なお話を講演していただき学んでいきます。 

脳科学をベースにした心理測定ツール、エマジェネティックスの視点からJCという組織がそれぞ

れの特性にどうとらえられているのかを分析して魅力を存分にお話しいただくことで、意識の向上

に繋がり、今後の立ち振る舞いの糧となると考えています。 

 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

専門の方による科学的アプローチや統計学に基づいて傾向を分析したものを展開していく事で、

興味を持って頂けるものではないかと思います。現在転換期であろう我々に必要な物である尾道青

年会議所の現状把握、これを素直に見つめる機会とします。 

積極的な広報活動に必要なものは、文章力やきれいな写真を撮る事ではなく、自信をもって全員

がいい組織と言えるような活動をする事です。専門家に分析してもらった上で理論的に説明しても

らい、全員で共有することで今後の立ち振る舞いの基となればと思います。 

 

（８）協議のポイント 

    内容について 

 

（９）会議での意見とその対応 

   意見） 

対応） 

 

（10）他委員会への依頼事項等 

    委員長、副委員長の方におかれましては、委員メンバーへの出席を促して頂きますようお願いを

申し上げます。 

 

（11）添付資料 

    事業収支予算書（案） 

    収支予算明細書（案） 

    ５月例会事業概要（案） 

    講師選定理由（案） 

    ５月例会タイムスケジュール（案） 

    ５月例会 会場レイアウト（案） 

    ５月例会看板（案） 

    ５月例会看板作成 見積書（案） 

    ５月例会アンケート（案） 

    ５月例会案内（案） 

     

第４回理事会 ２０２０年 ４月 ６日 
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 0 60,000 -60,000
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成金 収入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

0 60,000 -60,000

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 7,000 -7,000 （有）メディアジャンクション
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 0 7,000 -7,000
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 15,360 -15,360 （株）エデュテ
宿 泊 費 支 出 10,000 -10,000 尾道ＯＭＯＴＥＮＡＳＨＩ（株）
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 25,360 -25,360
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 207 -207 事務局
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 207 -207
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0
小　計 0 0 0

役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0
保 険 料 支 出 0 0
通 信 費 支 出 880 -880 振込手数料
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0
雑 費 支 出 0 0

事 業 予 備 費 支 出 26,553 -26,553
0 60,000 -60,000

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

5月例会テーマ「ｅｍｏｔｉｏｎａｌ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ～let it go～」

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補助金等収入

寄 付 金 収 入

支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞
中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰入収入事業費繰入収入 60,000

60,000

＜支出明細書＞
中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

会場設営費支出設営費支出 看板代 7,000 （有）メディアジャンクション

7,000
資料作成費支出資料費支出 アンケート用紙（６９名×３円） 207 事務局

207
講師関係費支出旅費交通費支出新幹線往復（三宮ー新尾道） 15,360 （株）エデュテ

宿泊費支出 尾道みなと館宿泊 10,000

25,360

0

0
参加記念品代支出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出 880
販売物品仕入支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 26,553
60,000合　　計　　

収支予算明細書（案）

5月例会テーマ「ｅｍｏｔｉｏｎａｌ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ～let it go～」

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　
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５月例会行事 概要 （案） 
 
本例会では、積極的な広報活動を行っていけるよう、広報媒体である「尾道青

年会議所」会員の意識改革が必要であることを学びます。 
積極的に広報活動を実践していくためには、広報の基である我々一人一人が本

来の魅力を再認識し、率先して活動を行える環境を整え、周りとの絆を深める

事、ようはメンバー自身が広告塔となるような存在になればより効果的に積極

的な広報が可能であると感じています。 
 
例会では、下記講演内容に沿って中尾先生による科学的アプローチや統計学に

基づいて傾向を分析したものを展開していき、JCという組織がどうとらえら
れているかを分析、そして魅力を存分に語っていただくことで、現在転換期で

あろう我々に必要な物である現状の把握、これを見つめる機会とし、今後の立

ち振る舞いの糧としていきます。 
 
 
5 月例会 講演内容 
 
1. なぜ人間関係は難しいのか？ それは脳の構造に隠されている 
2. 人と組織のコミュニケーション力を飛躍的にあげるエマジェネティックスとは？ 
3. 人が変わる 組織が変わる。事例発表 
１．社長交代 大正 8年創業のペイント会社社長の事例 （株式会社モリエン） 
   https://www.morien.com/  
２．社長が理解できない 部下が理解できない がなくなった （株式会社島屋 広島 JCOB） 
   https://www.shimayas.co.jp/ 

4. エマジェネティックス視点から JC の魅力を語る 
JC という組織がそれぞれの特性にどうとらえられているか？ 

5. 明日から活用できるエマジェネティックス 
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氏名：中尾 信也（なかお しんや） 

役職: エデュテ株式会社 代表取締役 

     株式会社 EGIJ  取締役 

     エマジェネティックスインターナショナル マスターアソシエイト 

生年月日：1971 年 1 月 20 日 

会社住所：本社 650-0031 神戸市中央区東町 123-1 ９F 

      ：東京オフィス 103-0013 東京都日本橋人形町 2-4-9  

        双葉ビル 802 

電話番号：078-332-7800 Email：info@edute.com 

最終学歴 1996 年 米国 ルイジアナ州立大学 卒業 

 

2008 年脳科学をベースにした心理測定ツールエマジェネティックスを日本に導入し、エマジェネティックスジ

ャパンを立ち上げる。2012 年に世界で 5 人目のマスターアソシエイトとしてエマジェネティックスインターナ

ショナルの最高位の資格を取得。2015 年エマジェネティックスの運営会社株式会社 EGIJ を設立、取

締役就任。人の強みに焦点をあて、組織のコミュニケーション力を飛躍的に向上させるエマジェネティックス

研修は中小企業を中心に大きな功績をあげ、2020 年 3 月時点で、約 600 名のアソシエイト（エマジ

ェネティックス研修を行う講師）を育成、 日本国内約 850 社が社内のコミュニケーションツールとしてエ

マジェネティックスを採用している。 

 

JC 歴 

2000 年~2011 年 一般社団法人神戸青年会議所 会員 

2007 年 JCI APDC 財政顧問 

2008 年 理事長 

2009 年 兵庫ブロック協議会 会長 

 

 

4-10

mailto:info@edute.com


 

講師選定理由（案） 
 
講師の中尾様は、脳科学をベースにした心理測定ツール、エマジェネティッ 
クスを米国の開発元で学び日本へ導入し、最高位であるマスターアソシエイト 
としての資格を有しています。２０２０年３月時点で、約６００名のアソシエ 
イト（エマジェネティックス研修を行う講師の事）を育成し、活動されていま 
す。エマジェネティックスとは人の強みに焦点をあて、組織のコミュニケーシ 
ョン力を飛躍的に向上させる研修として中小企業を中心に大きな功績をあげ 
ております。日本国内で約８５０社が社内コミュニケーションツールとして採 
用をされています。 
 
また中尾様は、２０００年～２０１１年の間一般社団法人神戸青年会議所に 
所属し２００８年には理事長、翌年２００９年には兵庫ブロック協議会の会 
長も務めております。ＪＣの内情にも詳しい中尾様にエマジェネティックス 
の視点から事例を合わせまして、ＪＣという組織が脳科学的にどんな風にと 
らえらえられているのか分析、そして魅力を存分に語って頂きます。科学的 
根拠の中でわれわれ尾道青年会議所の現在がどうとらえられているのかを見 
つめる機会となることで、意識の向上につながり、今後の立ち振る舞いの糧 
となる内容になると考えています。 
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５月例会 タイムスケジュール（案） 

 
１９：００ ～例会セレモニー（２０分） 
 
１９：２０ ～講師入場   （ ２分） 
 
１９：２２ ～理事長挨拶   （ ３分） 
 
１９：２５ ～委員長趣旨説明（ １分） 
 
１９：２６ ～講演     （７５分） 
 
２０：４１ ～質疑応答   （ ６分） 
 
２０：４７ ～副理事長謝辞 （ １分） 
 
２０：４８ ～講師退場   （ ２分） 
 
２０：５０ ～例会セレモニー（１０分） 
 
２１：００  終了 
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予備予備

スクリーン

総
務
広
報
委
員
会

２ ０ ２ ０ 年 度 ５ 月 例 会 会 場 レ イ ア ウ ト （ 案 ）

真のしあわせを知る経営者育成委員会 豊かな人材育成委員会

拡大研修委員会 社会開発委員会

夢・希望・憧れ委員会 正副・事務局

司会者

ＰＡ ＰＡ
１名

司会
１名

プロジェクター

演台

講

師

ビデオ
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２０２０年度 例会看板 

板製作寸法 及び 基本レイアウト（案） 
 
テ－マ 
 
５月例会 

 テ－マ「emotional connection ～let it go～」 

 
285mm 

 
                2910ｍｍ 
 

 
 

 
予備欄   
 
 
 
 
 
 

 
 
委 員 会 名   
 
 
 
 
 
 
 

 
エデュテ株式会社 代表取締役 

中尾 信也 先生 

 
135mm 

  
         1210mm 
 

 

総務広報委員会 
 
135mm 
 

          1000mm 
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御 見 積 書2020年 3月 17日

No. 6576

一般社団法人尾道青年会議所 御中

5月例会看板制作（2020年）

有限会社メディアジャンクション下記の通り御見積申し上げます。

〒722-0017
納入期日： 年 月 日 広島県尾道市門田町23-30
納入場所：別途ご相談 TEL:0848-21-2201　FAX:0848-21-2202

取引方法：別途ご相談の上 info@mediajunction.jp

http://www.mediajunction.jp/有効期限： 年 月 日

\7,000御 見 積 金 額

内   容  ・  仕   様 数   量 単位 単    価 金      額

6,3646,3645月例会看板制作（2020年） 1.00 式

636【 消費税　10%  （税抜分） 】

7,000合        計

1頁

4-16



５月例会 「emotional connection ～let it go～」 

アンケート(案) 
 

１．内容について。 

□大変良い  □良い  □普通  □悪い  □大変悪い 

 

理  由（                               ） 

 

２． 講演を聴いて自身の意識改革が現在必要である事は理解できましたか? 

□よく理解できた     □少し理解できた 

□やや理解できなかった  □全く理解できなかった。 

 

 

３．講演を聴いて今後尾道青年会議所での自身の行動に役立つと思いましたか? 

□非常に役立つと思う    □少しは役立つと思う 

□あまり役立つと思わない  □全く役立つとは思わない 

 

 

４．講演の内容を自身の企業・事業所に持ち帰って応用できると思いますか？ 

□非常に応用できる   □少しは応用できる 

□あまり応用できない  □全く応用できない 

 

  できると答えた方どのように活用できますか？ 

  （                                  ） 

 

５．講演を聴いて、今後あなた自身広告塔として、積極的に広報活動をしていく事ができる 

と感じる事ができましたか？ 

□非常にできる   □少しはできる 

□あまりできない  □全くできない 

 

  理由（                                 ） 

 

６．今回の例会行事について、感想など自由に記述してください。 
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尾 青 会 発   号 
                            ２０２０年 ５月 ７日 

会 員 各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 
理 事 長     加 度 亮 平 
副理事長 大 西 貴 明 
委 員 長     山 本 圭 介 

 
 

 

  ５月例会のご案内（案） 
 
拝啓 初夏の候 皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
 さて、５月例会ではエデュテ株式会社代表取締役、中尾信也氏をお招きし、「ｅｍｏｔｉｏｎａｌ ｃｏ

ｎｎｅｃｔｉｏｎ～ｌｅｔ ｉｔ ｇｏ～」というテーマでご講演頂きます。 
 脳科学をベースにした心理測定ツールであるエマジェネティックスを基に尾道青年会議所の特性を展開し

ていき、会員一人一人が今後の立ち振る舞いを考えていく事を学ぶ講演となっております。本例会行事で得

られた知見は各メンバーの企業・事業所において、コミュニケーション力の向上に活用していただく事も可

能と考えます。 

 万障お繰り合わせの上ご出席下さいますようお願い申し上げます。 
敬 具 

 
 

記 
 
日     時  ２０２０年 ５月１８日（月）１９：００～２１：００ 
 
場     所  尾道国際ホテル 
 
例     会  テーマ 「ｅｍｏｔｉｏｎａｌ ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ～ｌｅｔ ｉｔ ｇｏ～」 
 
講     師  エデュテ株式会社 代表取締役 中尾 信也 氏 
 
例会担当委員会  総務広報委員会 
 
返 信 締 切  ５月１３日（水） 必着 
 
返  信  先  (一社)尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112          E-Mail   ojc@urban.ne.jp 
 
返 信 方 法  委員会ごとに取りまとめの上、幹事よりFAXかメールで事務局まで返信ください。 

 
以上 
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尾 青 会 発   号 
                            ２０２０年 ５月 ７日 

特別会員 各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 
理 事 長     加 度 亮 平 
副理事長 大 西 貴 明 
委 員 長     山 本 圭 介 

 
 

 

  ５月例会のご案内（案） 
 
拝啓 初夏の候 皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
 さて、５月例会ではエデュテ株式会社代表取締役、中尾信也氏をお招きし、「ｅｍｏｔｉｏｎａｌ ｃｏ

ｎｎｅｃｔｉｏｎ～ｌｅｔ ｉｔ ｇｏ～」というテーマでご講演頂きます。 
 脳科学をベースにした心理測定ツールであるエマジェネティックスを基に尾道青年会議所の特性を展開し

ていき、会員一人一人が今後の立ち振る舞いを考えていく事を学ぶ講演となっております。本例会行事で得

られた知見は各メンバーの企業・事業所において、コミュニケーション力の向上に活用していただく事も可

能と考えます。 

 万障お繰り合わせの上ご出席下さいますようお願い申し上げます。 
敬 具 

 
記 

 
日     時  ２０２０年 ５月１８日（月）１９：００～２１：００ 
場     所  尾道国際ホテル 
例     会  テーマ 「ｅｍｏｔｉｏｎａｌ ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ～ｌｅｔ ｉｔ ｇｏ～」 
講     師  エデュテ株式会社 代表取締役 中尾 信也 氏 
例会担当委員会  総務広報委員会 
返 信 締 切  ５月１３日（水） 必着 
返  信  先  (一社)尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112          E-Mail   ojc@urban.ne.jp 

以上 
※ご出席の場合のみ、ご返信下さい｡ 

 
………………………………………き……り……と……り……せ……ん…………………………………… 
 

５月例会出席返信 
 
 

出 席 します｡ 
 
 

お名前：                                 _ 
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一般社団法人 尾道青年会議所 報告依頼 

 

報告依頼 事項 

                                                        委員会名：事務局   

                                                       専務理事：高橋 建太 

 

（１）議案名 

新型コロナウイルスに関するアンケート実施について 

 

（２）事業名 

    新型コロナウイルスに関するアンケート実施 

 

（３）概 要 

        ａ．実施日時 ２０２０年 ３月２４日（火）～ ３月２７日（金）                                                                        

        ｂ．場  所  

        ｃ．予算総額  ￥０ 

        ｄ．参加人員 内部 ６９名  外部 ０名     計 ６９名                      

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 

        ｇ．実施組織・推進リーダー       

        ｈ．実施手順・プログラム   

       ２０２０年 ３月２４日（月）  第１回臨時正副理事長会議 報告依頼                                         

       ２０２０年 ３月２４日（火）～ ３月２７日（金）     アンケート実施                   

       ２０２０年 ４月 ６日（月）  第４回理事会       報告依頼                                   

 

（４）報告内容 

    ２０２０年３月、尾道市において新型コロナウイルス感染者が発生しました。それに伴い第１回

臨時正副理事長会議を開催し、現状の状況把握や４月例会実施について会員の意見を聴くため、全

会員向けにアンケートを実施することを決定しました。 

 

（５）他委員会への依頼事項等                                                

                                                          

（６）添付資料                                                      

    アンケート集計結果（参考資料） 

 

 

 

 

第４回理事会 ２０２０年 ４月 ６日 

5-1



Ｑ１．皆様のお仕事の業界で、新型コロナウイルスの影響は出ていますか？

■は　い 52

■いいえ 9

Ｑ２．Ｑ１で「はい」とお答えいただいた方に質問です。

　　　どのような影響が出ていますか？複数回答可

23

6

27

32

21

6

Ｑ３．尾道青年会議所においても新型コロナウイルスの影響により、3月例会を

　　　中止しました。４月例会についてお答えください。

16

44

Ｑ４．その他、ご意見があればご記入下さい。

・会員の無事と一日でも早い収束を願います。

・消毒やマスク、体温管理等の対策をしっかり実施した上での開催であれば良いかと

　思います。

・青年経済人として経済活動を推進する必要があると考え開催すべきとしましたが、

　尾道で感染者の増加があった場合や社会的影響が更に大きくなる状況になれば

　見送るべきだと思います。

・この場合も率先して行動の自粛は必要だと思うが、この状況だからこそ出来る活動

　を考えるべきだと思う。

・開催しても参加出来ないメンバーが出ると予想されます。

・防止策を講じたとしても、感染者が出た場合は皆様に検査の話しが来るはずです。

・5月以降は予防対策をした上で、尾道のため日本のために動いていきたい。

■感染拡大防止対策を講じたうえで開催するべき

■開　　 催　 　を　 　見　　 送　 　る　　べ　　き

新型コロナウイルスに関するアンケート　集計結果（参考資料）

■売　　　上　　　減　　　少

■売　　　上　　　増　　　加

■材料 や商品等の仕入れ困難

■出張 、会合等への参加禁止

■来　　　社　　　制　　　限

■社　員　の　出　勤　困　難
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・今、このコロナウイルスの影響をどう乗り越えていくべきかを考え、すぐ実行に

　移せる内容の例会をすべきである。理事長には大変申し訳ないが、当初の所管業務

　とは異なる例会内容であっても、定款を超え実施すべきであると考えます。

・Ｑ３については、どちらも「すべき」とまでは思いません。ただ、我々は国内に

　限らず海外出張をする人が多い感染リスクの高い集団だと思います。また、例会を

　行う場合は「出欠は自由」とのスタンスが必要だと思います。

・尾道市に感染者が出たことで家族が神経質になっており、外出すると嫁と不仲に

　なりました。

・経営がなかり深刻な状況になっているというメンバーもいると聞きました。何か

　力になれるよう利用を促したりできないでしょうか。事務局の皆様も社業がある

　中での活動で、今までになり判断や決断を迫られ大変な状況かと思いますが、力

　を合わせ乗り切りましょう。

・やるなら自由参加レベルで、最少人数（尾道メンバーだけ）で会長公式訪問は取り

　やめる配慮は必要

・ブロック会長公式訪問の例会でもあるので、他ＬＯＭの開催状況を確認して判断す

　べきだと思います。

・感染拡大に繋がるリスクがある中で例会を開催することが今後の尾道のためになる

　とは思えません。例会参加は基本的に会員としての義務という考え方をするので

　あれば、こういった状況の中で開催したとして、参加を義務付けるのも非常に難し

　いのではないかと思います。

集計期間 ２０２０年　３月２４日（火）　～　３月２７日（金）

回答総数 ６１件
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